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内容

１．調査目的

２．‘船舶A’有害物質インベントリ調査（IHM作成）

３．‘船舶B’有害物質インベント

リ調査（IHM作成）

４．考察



１．調査目的

一般商船には無い、大規模ホテル施設、Laundry, 
劇場等の施設を有する大型旅客船のインベントリ
（IHM）を作成する事により、その調査技術・手順
を確立する。

上記インベントリ（IHM）作成プロセスにおける検
査方法を確立する。



２．‘船舶A’のIHM作成

Length （pp） ： ２０５．００ｍ
Breadth (mld)      ： ２９．６０ｍ

Draft (mld) ： １３．０２ｍ
Class ： NK
Gross Tonnage ： ５０，１４２GT

本船は、1990年バハマ船籍、LR船級船‘船舶C’として建造されたが、２００６年に一部
改造の後、日本船籍、ＮＫ船級船‘船舶A’と変更された。

２－１ 本船概要

※個別情報保護のため削除

※個別情報保護のため削除

※個別情報保
護のため削除



２－２ ‘船舶A’ IHM

詳細は添付資料ー１ ‘船舶A’IHM参照

・調査専門家
A調査会社

・実船調査場所
A造船所

・実船調査日時
2011年1月19日～2011年1月21日



２－３ ＩＨＭ作成概要

・バハマ船籍の‘船舶C’から日本船籍‘船舶A’への変更の為に一部改造工事が
行われており、改造箇所の判別、調査に時間を要した。

・外国製品（欧州・アメリカ）が多く、その図面では構成部品の材料情報未記載のも
のが多かった。実船調査でも判別できなく、ＰＣＨＭとした件数29件のうち20件
が外国製品であった。

・建造造船所より、造船所施工部分、及び国産大物機器へのアスベスト使用調査
記録が事前に入手されており（造船所施工部は“Ｎ”）実船調査では確認の為に
サンプリングを一部実施したが、結果は造船所からの情報通りであった。

・倉庫類は、図面表示以外にも、装置に近い部分に分散追設されているものも多く
乗組員の案内が必須、建造当時のアスベスト含有予備品も散見された。

・図面上に記載無く追設又は交換されている機器、或いは撤去されている機器が
あり、実船調査にあたっては非常に注意を要した。

・業務用冷蔵・冷凍装置用冷媒については、ＩＡＰＰ証書との食い違いが多かった。
実態は業務用・Ｐａｎｔｒｙ・客室用小型冷蔵庫は全て交換されており、無害品のＨ
ＦＣが冷媒となっていた。

※個別情報保護のため削除



２－４ 船舶A 実船調査状況

洗濯機室 機関室倉庫

空調・糧食冷凍機圧縮機室 予備ガスケット・パッキン

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除



３．‘船舶B’のIHM作成

Length （pp） ： １６０．００ｍ
Breadth (mld) ： ２５．００ｍ
Draft (mld) ： １１．７０ｍ
Class ： NK
Gross Tonnage ： ２６，５９４GT

３－１ 本船概要

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため削除

※個別情報保護
のため
削除



３－２ ‘船舶B’IHM 

詳細は添付資料－２ ‘船舶B’IHM参照

・調査専門家
B調査会社

・実船調査場所
B造船所

・実船調査日時
2011年1月１３日～2011年1月１４日



３－３ ＩＨＭ作成概要

・ドック毎に多少の改装がおこなわれており、調査対象図面は改正図も含めると非常
に多くなった。 ただし本船は国内メーカー品が主体であり、図面情報による有害
品有無の判定は比較的容易であった。（船舶A対比）

・建造年代が１９９８年と比較的新しく、構造材、防熱材に対するアスベスト含有品は
無かった。 又機器類についてもＩＨＭでは１５項目がリストアップされているが

その中の１１項目は調査不能（予備品無く、且つ開放できない）によるＰＣＨＭで
あった。

・冷凍・冷蔵・空調（本船は分散型の空調システム）等の冷媒を有する機器が非常に
多く、最終的にＩＨＭにリストされた９３項目の中の６５項目が冷媒であった。

・冷凍・冷蔵機器については、業務用について調査をおこなったが、６０％は建造後
交換さており、交換品の９０％は無害品の冷媒使用となっていた。これらはＩＡＰＰ
証書記載と食い違うケースが見られた。



３－３ 船舶B 実船調査状況

洗濯機室 自動シーツフォルダー

空調機室 空調機予備品室

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除

※個別情報保護のため
削除



4．考察

４－１調査技術・手順

・部分改造も含め変更箇所が多い為、調査図面量は機器物量の量比例をはるかに
上回る量となる。機器内のガスケット・パッキンに含まれる有害物質（アスベスト）
は構造・防熱材に含まれる有害物質に比較し、リスクも少ないことを勘案すると、
図面調査による機器内の有害物質調査については、更に合理化する必要を感じ
た。

・実船調査においても調査物量が多い事、且つ区画が細分されている船の調査とな
る為、本船乗員の案内・支援が必須となる。

‘船舶A’は３日、‘船舶B’は２日を要したが、２名１ギャングとした調査ギャングで
は、船舶A、船舶Bともに５ギャング・日要した事になる。

・一般船に無いホテル機器については、日本製の場合は一般の装置機器同様図面
調査にて判別可能であるが、輸入品の場合は図面情報が無い場合のほうが多く、
且つ、ホテル機器については予備品も常備してない（メーカーが直接メンテする）
場合が多く、機器を目視し更に内部構造を覗き込んで構成要素・部品を想定する
程度の技量も必要となる。



４－２ 検査方法の確立

・構造部材/防熱/一般機器（機関、船体）については、一般商船に対し物量が多い

だけで、特別な対策は不要。ただし、客船の性格上交換機器や改造部分が必
ずある前提で検査に臨む必要がある。

・冷媒については、交換されているケースが多い為ＩＡＰＰ証書記載事項が必ずしも
正確ではなく、必ず現装品の確認調査が必要。

・ガスケット・パッキンの類は倉庫予備品の調査が主体になるが、倉庫に関しては、
機器メンテナンスの都合で、建造時から移設又は増設されているケースが多
い。今回の調査においても図面上に記載の無い倉庫に、建造時に搭載された
アスベストを含有するガスケット・パッキンが見つかった。

倉庫については必ず乗員にその所在を確認したうえで、置かれている品目に
ついて十分注意して調査する必要があり、且つ検査についてもこの点に漏れ
がないか確認する事が肝要。

※ノウハウにつき削除
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